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１１
月
３０
日
（火
）
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「キ

ッ

ズ
健
康
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
自
身
が
自

ら
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
潟

県
栄
養
士
会
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
教
室
に
は
、
神
立
小
学

校

の
５
年
生
が
参
加
し
ま
し

た
。「お
米
の
パ
ワ
ー
」
に
つ
い
て

の
授
業

（写
真

下
）
を
受
け
、

調
理
実
習

（写
真

上
）
、
楽
し

い
リ
ズ
ム
体
操
を
行
い
ま
し

た
。自
分
で
作

っ
た
料
理
は
、
と

て
も
お
。い
し
く
食

べ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
作
り
を

意
識
し
、
子
供
の
頃
か
ら
の
望

ま
し
い
食
生
活
。食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
も
正
し
い
食

生
活
・食
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
よ
＞つ
。　
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今
回
の
新
潟
県
中
逮
地
震

に
お

け
る
観
光
客

の
激
減
や
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
等

の
間
接
的
被
害
は
逹

日

拡
大
し
て
お
り
、
冬
季

ス
キ
ー
客

を
最
大
の
市
場
と
す
る
町
と
し
て

は
、
早
急
な
対
策

の
強
妥

に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

町

と
し
て
は
、
い

わ
ゆ
る
風
評
被
害

の

彩
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
一
日
も
早

く

活
況
を
取
り
一仄
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
今
回
、
民
間

と
行

政

が

一
体

と

な

っ
て
迅
速

か

つ
効

果
的

に
、
湯
沢
町
が

健
在
で
あ
る

こ
と
、

湯
沢
町
が
早
く
活
況

を
取
り
戻
す
こ
と
が

被
災
地
の
早
期
経
済

復
興
に
つ
な
が
る
こ

と
等
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
、
冬
季
誘
客

に

向
け
て
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。

以
上

の
こ
と
か

らヽ
、
町

と
し

て
、
日
月

１４

・
日

曾

）
に

「湯
沢

町
経
済
復
興
対
策
委
員
会
」
を

設
立
し
、
対
策
事
業

の
推
進

に

あ
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 一員
会
を設
立
しま
し
た

12月 7日 (火 )現在
0こ れまで行ってきた事業
(1)11月 25日 (木 )
・有楽町マリオンにおいて、新潟県や湯沢町に関係の深い有名人の参加を仰ぎ、被災者支

援の募金活動を実施しました。          
「

。大手新聞社への表敬訪間を行いました。

ユ湯浜元裁 rヵ元摩つて革ォ新潟』
l

(2)12月 1日 (水 )

委員長や委員、女将さんを含めた代表者による大手旅行代理店本社への表敬訪問を行いました。

(3)12月 2日 (木 )～ 3日 (金 )

観光関係者・スキー場関係者・商工会青年部らによる大手旅行代理店有力支店、大手スポーツショップ計 33店
へのローラーセールスと各店頭でのミニイベントを行いました。

●今後予定されている事業

(1)12月 10日 (金 )

読売新聞、朝日新聞への新聞広告掲載 (首都圏版)

(2)12月 11日 (土 )

西武新宿駅にてPRイベント
(3)12月 中旬

埼玉県知事表敬訪聞

(4)12月 15日 (水 )～ 16日 (木 )

旅行代理店販売担当者招待事業

(5)1月 10日 (月 )

フジロックフェスティバル新潟応援団によるチャリティコンサート共催協力 (東京 3会場他)

役職 所属 氏名

委員長 湯沢町長 村 山  隆 征
委員 湯沢町議会議長 高 野  栄 司
委員 田村  正 幸湯沢町議会産業建設常任委員長

委員 湯沢町観光協会長 本 田  一 郎
委員 湯沢町商工会長 岸 野  雅 人
委員 しおざわ農業協同組合長 松崎 紀一郎
委員 湯沢町スキー場振興協議会副会長 曽慶  健 一
委員 湯沢町都市施設公社理事長 富 井  松 一
委員 越後湯沢駅長 近 山  直 栄
委員 日本道路公団湯沢管理事務所長 黒 木  四 男
委員 湯沢町産業観光課長 樋 口 新 一

湯沢町経済復興対策委 員会

事 業 内 容
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地
震
に
よ
る

間
攘
被
害
湖
策
融
資
を
行
い
ま
す

１０
月
２３
日
に
発
生
し
た

「新
潟
県
中
越
地
震
」
の
影
響
で
、
間
接
的

に
経
済
的
な
打
撃
を
受
け
、
運
転
資
金
に
困
窮
し
て
い
る
事
業
者
を

対
象
に
、
「平
成
１６
年
度
湯
沢
町
中
越
地
震
間
接
被
害
対
策
特
別
資

金
」
の
融
資
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
′

【
融
資
対
象
者
】

「新
潟
県
十
逮
地
震
」
の
影
響
で
、

経
営

に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
、

も
し
く
は
経
営
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
の
あ
る
、
湯
沢
町
に
住
所
又

は
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
で
、

湯
沢
町
税
を
克
納
し
た
者

に
限
り

ま
す
。

【
融
資
限
度
額
】

―
，
０
０
０
万
円

【資
金
伎
途
】

運
転
資
金

【
融
資
期
間
】

７
年
以
内

（据
置
十
年
以
内
）

【
融
資
刹
率
】

変
動
金
利
　
年
十
．
５０
％

（信
用
保
証
付
）

【
取
扱
金
融
機
関
】

第

四
銀
行
湯
沢
支
店

（ＴＥＬ
７
８
５

●
５
５
１
１
）

新
潟
県
信
用
組
合
湯
沢
支
店

（砒
７
８
４

■
３
４
１
７
）

し
お
ざ
わ
農
協
湯
沢
支
所

（ＴＥＬ
７
８
５

●
５
３
１
１
）

光
逮
銀
行
六
日
町
支
店

（ＴＥＬ
７
７
２

●
３
１
２
２
）

【
融
資
申
込
】

取
扱
金
融
機
関
に
申
し
込
む

【申
込
期
間
】

平
成
１７
年
２
月
２８
日
（月
）
ま
で

【
融
資
手
続
き
及
び
償
還
方
法
】

取
扱
金
融
機
関
の
一
般
融
資
キ

続
き
及
び
償
還
方
法
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
料
補
給
内
容
】

○
貸
付
額

（補
給
割
合
）

●
５
０
０
万
円
以
下
（１
０
０
％
）

●
５
０
０
万
円
超
―
，
０
０
０
万

円
以
下

（５０
％
）
　

　

　

　

　

¨

【聞

い
合
わ
せ
】

取
扱
金
融
機
関

産
業
観
光
課

砒
７
８
４

●
４
８
６
０

∪

湯
沢
児
童
ク
巧
ブ
で
は
、
利
用
を
希

望
し
て
い
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
平

成
１７
年
度

（４
月
か
ら
）
に
利
用
を
希
望

し
て
い
る
方
は
申
込
く
だ
さ
い
。

【場
所
】

楽
町
会
館

（湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
）

【日
時
】

平
日
、
土
曜
日

…
下
校
時
～
年
後
５
時
３０
分

春

。
夏

ｒ
冬
休
み

…
年
前
８
時
３０
分
～
年
後
５
時
３０
分

【対
象
】

く
湯
沢
町
に
住
所
を
有
し
、
小
学
校
に

入
学
じ
て
い
る
概
ね
１０
歳
未
満
の
児

童里
。

※
原
則
と
し
て
十
年
間
を
通
じ
て
利
用

で
き
る
児
童
。

【利
用
料
金
】

１
人
に
つ
き
、
月
額
７
，
０
０
０
円

（お
や
つ
、
保
険
代
等
は
実
費
）

【募
集
人
数
】

２０
人
程
度
。

（保
護
者
の
勤
務
状
況
、

児
童
の
家
庭
環
境
等
を
考
慮
の
上
選

考
し
ま
す
。
）

【募
集
期
間
】

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

（平
成
１７
年
４
月
か
ら
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
１２
月
２７
日

（月
）
ま
で
に

利
用
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
敲

す
。
）

※
利
用
申
請
書
は
、
湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
、

中
央
保
育
園
、
湯
沢
保
育
園
、
神
立
保

育
園
、
土
樽
保
育
園
、
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

【入
所
決
定
】

利
用
月
前
月
の
中
旬
頃
に
は
、
保
護

者
に
通
知
し
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

・
住
民
課
保
育
係

池
７
８
４

・
３
０
０
１

湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ

砒
０
９
０

・
５
７
９
０

・
２
４
１
７
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既存の町制度融資を利用されている方へ i
l年間の償還猶予及び償還終了期間の1年間延長を各金融機関に申し入れしまし

たので、希望される方は取扱金融機関へご相談ください。



今
回
の
テ
ー
マ

「ア
ル
コ
ー
ル
は

百
薬
の
長
か
、
徹
底
検
証
！
」

恙
年
会

の
季
節
。
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
か
と
思

い
ま
す
が
、

今

回
か
ら

３
口

に
わ
た
リ

ア
ル

コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
健
康
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す
。

迫
量

の
ア
ル
コ
ー
ル
は

「百
楽

の
長
」
と
い
わ
れ
、
気
分
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
た
り
、
血
液
中

の
菩
エ

r健康勝っ趣幡翻
保健センター
T■ 784-3149
在宅介護支援センター
T邑 784-3000

一

/

,

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
を
増

加
さ
せ
、
動
旅
を
着
返
ら
せ
る
傷

き
も
あ
り
ま
す
。
反
濁
大
量

の
常

習
飲
酒
は
神
経
系
、
消
化
器
系
、
ムヽ

臓
、
血
液
な
ど
多
く
の
臓
春
、
細
胞

に
障
害
を
与

え
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
の
大
量
飲
酒
に
つ
い
て
の
問
題

は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
精

神
的
に
も
身
体
的
に
も
依
存
状
態

（自
分
で
お
酒
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

し
て
飲
む
こ
と
が
で
主
な
く
な

っ

た
状
態
）
を

つ
く
り
出
し
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
を
上
手
に

利
用
し
て
人
生
に
楽
し
み
を
持
ち

つ
づ
け
る
と

い
う

の
は

い
か
が
で

し

よ

ヽ
つ

カ

で
は
ど
の
く
ら

い
の
量

が

「百

葉

の
長
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
と
し

て
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル

で
約
２０
ｇ
程
度
が
の
ぞ
ま
し

い
と

さ
れ
て
い
ま
す

町
の
基
本
健
診
の
結
果
か
ら
―

日
３
合
以
上
飲
ん
で

い
る
人
が
４

１
％

（約
８０
人
）
い
ま
し
た
。
日
本

酒
で
計
算
す
る
と
６６
ｇ
の
純
ア
ル

コ
ー
ル
量
を
授
取
し
て
い
ま
す
。

日
本
酒
な
ら
―
合
、
ビ
ー
ル
な

ら
十
ビ
ン
ー
本
が
迫
量

と
言
え
ま

す
。

（表
２
参
照
）

ま
た
、
週
―
曰
の
休
肝
日
が
あ

る
と
「肝
臓
に
や
さ
し

い
欽
み
方
」

に
も
な
り
ま
す
。

湯沢町の飲酒について 【表 1】

湯沢町ファミリー健康プラン調査から (H15年度)

節度ある道度な飲酒は ?【表 2】

あなたが 1日 に飲んでいるお酒に含まれている
アルコールの量を計算してみましょう

■100× 0.8(※ 2)=
gml×

※ 1 薄めた場合は、薄める前の量で計算します。
例 100 m lの 焼酎を 150mlの お湯で割った場合は 100 m lで計算すること。

※ 2 0.8は アルコールの比重です。 (正確には 0.799)

11月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

指標 年代 割合

飲酒について・飲んだ事がある 12～ 18才 50.4%

毎日飲酒している人の割合 19～ 64才 23.3%

毎日飲酒している人の割合 65才以上 16.7%

お酒の種類 アルコール度数
飲酒量

(純アルコール量)

ビール (中ビン500 m l) 5% 20g

日本酒 (1合・180 m l) 15% 22s

ウイスキー (ダブル60 m l) 43ラ石 21g

焼酎 (100 m l) 25ワ

`

20 g

ワイン (2杯・240m l) 12% 238

純アルコール量飲酒量 (※ 1)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

水第 9号 上水高区配 3配水池内壁塗装補修工事 7, 980, 000 l枡、l荻野塗装

建第 19号 土樽自然公園植栽工事 2, 992, 500 lttl東建興

広報ゆざわ H16.1242  (4)



上
下
水
道
料
金

冬
期
間
は

一
部
を
除
き
積
雪
の

た
め
水
道
メ
ー
ダ
ー
を
検
針
し
ま

せ
ん
。
冬
期
間

に
検
針

し
な

い

メ
ー
タ
ー
の
上
下
水
道
料
金
は
、

過
去
の
水
量
を
も
と
に
枇
算
で
請

求
し
ま
す
。

①
概
算
に
よ
る
請
求
は
―
月
か
ら

５
月
請
求
分
ま
で
で
、
６
月
請

求
分
で
こ
れ
を
精
算
し
ま
す
。

②
概
算
請
求
額
は
原
則
と
し
て
、

過
去
３
年
間
の
平
均
の
水
量
で

計
算
し
ま
す
。

③

こ
の
期
間
は
検
針
員

に
よ
る

「水
量
の
お
知
ら
せ
」
が
お
届
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
振
替

済
通
知
言
（領
収
言
）
を
別
途
は

が
き
に
て
お
送
り
し
ま
す
。

※
後
日
こ
の
概
算
請
求
額
の
お
知

～
せ
を
は
が
き
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
ご
確
誕
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
こ
の
概
算

に
よ
る
請
求

額
が
、
最
近

の
上
下
水
道
料
金

に
そ
ぐ
わ
な

い
と
思
わ
れ
る
方

は
お
早
め
に
水
道
課
ま
で
お
間

合
せ
く
だ
さ

い
。

〉
奇

①
冬
期
間
、
水
道

メ
ー
ダ
ー
を
検

針
し
な

い
と
春
ま
で
鴻
水
が
発

見
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
メ
ー
タ
ー
の
確
誕
を
お
ノ

す
す
め
し
ま
す
。
家

の
水
道

の

蛇
百

を
全

部

閉

め
て

か
ら
、

メ
ー
ダ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ

イ

ロ
ッ
ト
を
見

て
く
だ
さ

い
。

少
し
で
も
回

っ
て
い
れ
ば
添
水

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②

メ
ー
ダ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
は
泥

な
ど
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
、
清

潔
に
保

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

，ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
（エ

し

い
検
針
が
で
き
な

い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）
ま
た

メ
ー
タ
ー

ボ

ッ
ク
ス
の
上
に
は
日
頃
よ
り

ィ

物
を
置
か
な

い
よ
う
あ
わ
せ
て

お
願

い
げ
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】
　

ｒ
↓

水
道
課
業
務
係

靴
７
８
４

●
４
８
５
３

「各
期
概
算
」
の
声
知
ら
せ

パイロット

▲ ◆

漏本を早期に

見つ!寸書しかう

―)

目

この度の新潟県中越地震の発

生から、すでに lヶ 月以上が経過

していますが、被災地の皆さんは

依然として、不自由な生活を余儀

なくされており、心よりお見舞い

申し上げます。

湯沢町は、地震の直接的な被害

が軽微であったことは幸いでし

たが、地震発生以降の観光客の

キャンセル数は膨大であり、今後

のスキーシーズンにも甚大な影

響が危倶されています。

このような状況の中で、新潟県

は早々と年賀の行事である「観光

のつどい」の内容を変更し、観光

復興キャンペーンを全県的に打

ち出す方針を示していることか

ら、湯沢町としても2005年の「町

民新春年賀交歓会」を中止し、そ

れにかかる人的、経費的なものを

できる範囲内で協力してい くこ

ととなりました。

全県一体となり、一刻も早 く復

興がなされることを祈念します。

町民
新
春
キ
賀真
捜会
のヤ
エ
に
ついて

2005

産業観光課

湯沢町商工会

湯沢町観光協会

湯沢町都市施設公社

(5)



湯沢町職員の鰺与等の状・汎をお知らせします

住民基本台帳人□

(H16331) 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B)
人件費率

(B/A)
平成 14年度

人件費率

8, 823人 65億 460万 1千円 4億 1340万 2千円 11億 9278万 1千円 18.3% 16.2%

1平成 15年度人件費 (普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される総料、報酉ll等を含みます。

平成 16年 4月 1日現在

P

2.平成 16年度総与費 (普通会計予算)

(注)当初予算に計上された額です。職員手当にlE芙＼退職手当ガ含まれていません。

3.職員の平均給料月額及び平均年齢

4.職員の経験年数別・学歴別平均総料月額の状況

5-般 行政職の初任総

6.期末手当、勤勉手当＼退職手当

と

職員数 (A)
給与費 一人当たり給与費

(B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

147人 5億 5433万 円 8012万 5千円 2億 3086万 6千円 8億 6532万 1千円 588万 7千円

区
ノ
刀
｀

湯沢田」 □ 新潟県

一般行政職
平均総料周額 329, 600円 327, 555円 360,114円

平均年齢 43歳 10月 40歳 2月 42歳 10月

技能労務職
平均給料月額 272,600円 283, 384円 339,436円

平均年齢 45房琵 47歳 11月 ′45歳 10月

経験年数 5～ 15年未満 45～ 25年未満 25年以上

一般行政職
大学卒 238,300円 320, 400円 412, 300円

高校卒 305, 800円 391, 900円

区分 湯沢町 □ 新潟県

大学卒
初任給 170, 700円 170,700円 177, 400円

採用 2年経過日給料周額 184, 400円 184,400円 190,200円

高校卒
初任給 138,′ 800円 138,800円 143,300円

採用 2年経過日給料月額 148,500円 148,500円 154,300円

区分 湯沢田」 □

期末手当

勤勉手当

(平成 45年度支給割合)

国と同じ

(平成 45年度支給害」合)

期末手当 勤勉手当
6月期  1.55月分 0.70月 分
12月期  1.45月分 0.70月 分
計  3.00月 分 1.40月 分

職務上の段階・職務の級等による加算措晉 有

退職手当

(支給率)

勤続 20気
勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自己都合)

□と生同じ

(勤奨・定年)

〃

/′

/′

国と同じ
〃

//

′/

(支給率)

勤続 20年

勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自己都合)

21.00月 分

33,75月 分
47.50月 分
60.00月・分

(勧奨・定年 )

28 0875月 分

43.335月 分

60.99月 分
60 99月 分

その他の加算措置

退職時特別昇給

平均支総額

□と同じ

2号棒
1550万 3千円

その他の加算措琶

退職時特別昇給

平均支総額

早期退職者特例措置 (2～ 20%)
1号棒

広報ゆざわ H16.12.12  (6)



区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 1.6%

支給対象職員 1人当た り平均支総年額 32, 400円

手 当 種 類 4種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称 徴収、差し押え、用地交渉手当

7.特殊勤務手当の状況

10.一般行政職の級別職員数
8時間外勤務手当の状況

9特別職等綸料・報酬

め
〉

G三)総与条例に基づく給料表の区/刀＼による職員数です。

14定員・部門別職員数

12.定員適正化計画

田」では、平成 13年度より、新た

な定員適正化計画 (計画期間は

平 成 13～ 47年 度。5年 間 で

13%、 28人の減員を図ることを

目的とする。)を策定し、取り組

んでいます。平成 15年度終了

時点で 30人の減です。

―)

ラスパイレス指数

14年 15年 16年

91 6 92. 2 89. 8

※新潟県内では下位、郡内では

最下位となっています。

各地方公共団体の平均給与額

を、職員の学歴別・経験年数別構

成などが国と同一であると仮定

して算出し、その数値を国の平

均給与額を 100と して算出した

指数。

平成 14年度
支給総額 2879万 7千円

職員 1人当たり支給年額 15万 4千円

平成 15年度
支給総額 2942万 4千円

職員 1人当たり支給年額 17万 6千円

級
標準的な

事務内容

職員数

(人 )

構成比

(%)

前年の

構成比

(%)

4 主事補 2 2.0 2.1

2 主事 10 10.0 11.3

3 主事
′

8 8.0 8.2

4
主事

主任
22 22. 0 18.6

5
主任

係長
27 27. 0 32. 0

6
課長補佐

副参事
17 17.0 13.4

7
課長

参事
7 7.0 11.3

8
課長

参事
7 7.0 3.1

計 100 100. 0 100 0

給料 期末手当

田」長 759, 000円

平成 15年度

支給割合

6月期 1
12月 期 1

70月

60月

計  3.30月

助役 614, 000円

収入役 582,000円

教育長 …522, 000円

報酬

議長 289,000円

副議長 244,000円

議員 213, 000円

区
ノ
刀
＼

職員数 (前年比増減)
増減理由

きБF∃ 14年 15年 16年

一般

行政

議会 2 2 2

行政改革担当職員の配置

業務集約による収納係の減

保育士の欠員補充

環境衛生業務内容の充実

総務 29 28(△ 1) 29(1)

税務 16 16 判5(△ 1)

民生 48  (△ 2) 49 ( 1) 50(1)

衛生 8 8 9 ( 1)

労働 0 0 0

農林

水産
8 8 8

商工 5 5 5

土木 12(△ 1) 11(△ 1) 11

小計 128 (△ 3) 127(△ 1) 129(2)

特別

行政
教育 20 20 21 ( 1) 団体準備係の充実

普通会計 計 148 (△ 3) 147(△ 1) 150(3)

公 営

企業等

病暁 18(△ 1) 1(△ 17) 1

□―プウエー事業所の業務

統廃合による縮小

水道 7(△ 1) 6(△ 1) 6

下水達 7 7 7

その従 23(△ 2) 23 22(△ 1)

小計 55(△ 4) 37(△ 18) 36(△ 1)

合計 203(△ 7) 184(△ 19) 1 86

′

(7)



訣
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・児
童
委
員
は
、
暮
ら

し
に
お
困
り
の
方
、
ひ
と
り
暮
ら

し
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
症
の
高
齢
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
身
体
の
不
自
由

な
方
、
青
少
年

。
家
庭
問
題
等
の

様
々
な
相
談
に
の
り
、
解
決
の
た

め
の
適
切
な
助
言
を
行
う
な
ど
、

幅
広
い
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
な
が
ら
活

動
し
、
相
談
者
の
秘
密
を
宅
る
こ

と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
る
私
た
ち

の
最
も
身
近
な
相
談

・
支
援
者
で

す
。今
月
よ
り
、
３
年
間
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
２３

人
の
地
区
担
当
委
員
と
、
児
童
問

題
を
専
門
に
担
当
し
、
児
童
や
家

庭
を
支
援
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

児
童
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
２
人

の
主
任
児
童
委
員
は
次
の
方
々
で

す
。
（顔
写
真
は
新
任
の
方

々
で

す
。
）

/~

〉

富沢 常夫さん

佐藤 賢―さん

腰越 忠さん

角谷 四二一さん 青山 ミユキさん

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
ま
た
児
童

福
祉
法
に
よ
っ
て
同
時
に
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
月
に
改
選
ガ
行
わ
れ
、
５
人
の
方
が
交
代
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
富
沢
輝
子
さ

ん
全
一居
）
、
金
丸

一
江
さ
ん
（堰
場
）
、
池
田
美
津
恵
さ
ん
（宮
林
）
、

南
雲
荒
喜
さ
ん

（中
子
）
、
熊
谷
朱
美
さ
ん

（古
野

一
）
本
当
に
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

担当地区卑 氏名 電話番号

ユ沢  , て子 浅  貝 789-2038
短 居 789-2548

三俣一、三 ξ橋 I子 三俣 二 788-9107
大島、八木沢 芳ミ

~下
ぐ子 788-9146

芝原、七谷切 有 七 谷 切 784-4334
戸沢、平沢、田中 「 田  正 戸  沢 784-3502

栄    田丁 784-3766
原新田、小原、官林 | 新任 ) こ藤 原新 田 784-2824
中子、岩原高原 (新任) 中  子 787-3728
添名、原、西原、萩原 醍信 787-3919
′ 又 腰 越  呉 夫 滝 ノ又 787-3425

′ 野ヽ塚 政信 谷  後 787-3651
中里、古野一、 明 古野 一 787-3216
松川、土樽、土樽スキー場 :夫 土  濯 787-3386
一之町 トミエ 784-2801
駅通 F 駅  通 784-2422
上 地 〔良 上  中 784-3680

子 下  中 784-2335
幅下、諏訪、愛宕、東電、堀切 夫 冨 下 784-2741
布場、湯元 ア子 五 784-2866

イ1本  秋 治 西  中 784-2577
西 口  保 芳 上熊野 784-2421
石白、湯鉄神立 「 子雲 :=子 石  白 784-2873
全町 (主任児童委員・新任) ミユキ 戸  沢 784-3286

∠汗村  正 江 [石 784-2830
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パ
ー
ト
や
内
¨

な

の

夫

婦

と

税

○

。ハ
ー
ト
収
入

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得

に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
。ハ
ー

ト
の
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で

す
と
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

○
内
職
な
ど
の
収
入

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か

ら
蜂
妥
経
費
を
差
し
引

い
た
残
り

が
事
業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
に
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
は
、
終
妥
経
費

と
し
て

６５
万
円

（収
入
金
額
が
限
度
）
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
家
内
労
勘
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、

電
力
量
計

の
検
針
夫
な
ど
、
特

定

の
夫
に
対
し
て
継
続
し
て
労

務

の
提
供
を
す
る
方

②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得

の
覺
妥

経
費
と
絡
与
所
得

の
収
入
金
額

の
合
計
が
６５
万
円
に
満
た
な

い

方し
た
が

っ
て
、
収
入
が
内
職
だ

図
図
国
幽
□

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
考

の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
を
超

ぇ
７６
万
円
未
満

（収
入
が
パ
ー
ト

収
入
の
み
で
あ
れ
ば
、
快
入
金
額

が
１
０
３
万
円
を
超
え
１
４
１
万

円
未
満
）
で
あ
る
場
合

に
党
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
額
は
、
配
偶
者

の
所
得

に

よ

っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高

額
は
３８
万
円
で
す
。

た
だ
し
、
納
税
者
本
人
の
合
計

所
得
金
額
が
―
，
０
０
０
万
円

（給

与
収
入
で
約
―
，
２
３
１
万
円
）
を

超
え
る
年

に
は
覧
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
１５
年
度

の
税
制
改

正
に
よ
り
、
配
偶
者

が
控
除
対
象

配
偶
者

久
口
計
所
得
金
額
が
３８
万

円
以
下
の
配
偶
者
）
に
該
当
す
る

け
の
場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同

様
に
年
収
が
―‐
０
３
万
円
以
下
で

す
と
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、

配
偶
者
控
除
を
覧
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

場
合

に
は
配
偶
者
特
別
控
除

は
迫

用
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（左
表
参
照
）

婚
姻
期
間
が
２０
年
以
上
の
夫
婦

間
で
居
住
用
不
動
産
等

の
贈
与
が

行
わ
れ
た
場
合

に
、
一
定

の
要
件

を
満
た
す
と
き
に
は
、
贈
与
税

の

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
基

礎
控
除
の
―
１
０
万
円
の
ほ
か
に

最
高

２
，
０
０
０
万
円
ま
で
の
配

偶
老
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
同
じ
配

偶
者
間
に
お

い
て

一
生
に

一
度
し

か
覧
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
詳
し
く
は
】

小
十
谷
税
務
署

ＴＥＬ

０

２

５

８

●

８３

・

２

０

９

０

←この色の部分が廃止

を
も
ら

っ
た

と
き

配偶者の合計所得金額 配偶者控除額 配偶者特別控除額

5万円未満 38万円 (廃止)38万円
5万円以上～ 10万円未満 38万円 (廃止)33万円
10万円以上～ 15万円未満 38万円 (廃止)28万円
15万 円以上～ 20万円未満 38万円 (廃■)23万円
20万円以上～ 25万円未満 38万円 (廃止)18万円
25万円以上～ 30万円未満 38万円 〈廃止)13万円
30万円以上～ 35万円未満 38万円 (廃止)8万円
35万円以上～ 38万円未満 38万円 (廃止)3万円

控
除
対
象
配
偶
者

38万円 38万円 (廃止)0万円
38万円超～ 40万円未満 0万円 38万円
40万円以上～ 45万円未満 0万円 36万円
45万円以上～ 50万円未満 0万円 31万円
50万円以上～ 55万円未満 0万円 26万円
55万円以上～ 60万円未満 0万円 21万円
60万円以上～ 65万円未満 0万円 16万円
65万円以上～ 70万円未満 0万 円 11万 円

70万円以上～ 75万円未満 0万円 6万円
75万円以上～ 76万円未満 0万円 3万 円

控
除
対
象
配
偶
者
で
な
い
場
合
76万円以上 0万円 0万 円

の早者控除・配

この度、小千谷税務署では、被災された納税者の皆さんからの相談にお応えするために、「被災者税務相

談会」を次のとおり開催します。被災による国税の軽減 。免除・納税の猶予等に関しての相談にぜひ利用

してください。

●日   時  12月 14日 (火)午 前 9時 30分～午後 3時 30分
_●会   場  六日町地域振興局 第三会議室
●問い合わせ  小千谷税務署 TEL 0258-83-2090

被災者税務相談会のご案内
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|

〉

◆
募
集
す
る
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

全
科
履
修
生
…
卒
業
を
目
指
す
学
生

選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学
す
る
学
生
　
　
　
・

科
目
履
修
生
…
４
学
期
間
在
学
す
る
学
生

○
大
学
院

　

‘

修
士
選
科
生
…
１
年
間
在
学
す
る
学
生

修
士
科
目
生
…
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生

◆
出
願
受
付
期
間

平
成
１６
年
１２
月
１５
日

（水
）

～
平
成
１７
年
２
月
２８
日

（月
）

◆
学
費

○
入
学
料
　
　
　
　
，

・
教
養
学
部
　
　
　
　
・

全
科
履
修
生
…
２
２
，
０
０
０
円

選
科
履
修
生
…
　
８
．
０
０
０
円

科
目
履
修
生
…
　
６
，
０
０
０
円

・
大
学
院
　
　
　
　
　
　
　
，

修
士
選
科
生
…
１
６
，
０
０
０
円

修
士
科
目
生
…
１
２
，
０
０
０
円
　
　
，

○
授
業
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、ｒ

教
養
学
部

，
１
単
位
に
つ
き
…
　
５
，
０
０
０
円

大
学
院

。
１
単
位
に
つ
き
　
・‥
４
０
，
０
０
０
円

放
送
大
学

で
は
、
平
成

１７
年
度
第

１
学
期

（４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省

・
総
務
省
所
管

の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
、
テ
レ
ビ
こ
ラ
ジ
オ

の
放
送

で
授
業
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
大

学
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
Ｉ

（Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を

利
用
し
て
自
宅
で
視
聴
し
て
学
理
で
き
ま
す
。

学
翌
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
テ
ー
プ
に
よ
る

視
聴
、
テ
ー
プ
の
黛
し
出
し
を
受
け
て
の
自
宅

で
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。
大
学
卒
業
の
資
椿
ガ

取
得
で
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ツ
プ
に
も
役
立

ち
ま
す
。

新
潟
県
内
で
は
、
現
在
約
１
，
７
０
０
人
の

学
生
ガ
学
ん
で
い
ま
す
。

１１
月

湯
沢
町
観
光
協
会
要
望
受
入
れ

秋
桜
ハ
ー
・フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

金
融
機
関
融
資
支
援
策
要
望

ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
２
０
０
５
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

東
北
電
力

（株
）
魚
沼
営
業
所
要
望
　
　
、

姉
妹
都
市
交
流
事
業
打
ち
合
わ
せ
／
湯
沢
中
学
校
海
外
派
遣
事

業
報
告
会

課
長
会
議
／
湯
沢
町
建
築
士
会
来
庁

融
資
委
員
会
／
北
陸
地
方
整
備
局
、
一二
俣
振
興
対
策
会
議
／
事

務
事
業
見
直
し
会
議
／
国
民
生
活
金
融
公
庫
要
望
会
議

事
務
事
業
見
直
し
会
議
／
課
長
会
議
／
湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興

協
議
会
総
会

湯
沢
町
経
済
復
興
対
策
会
議

新
潟
県
観
光
協
会
理
事
会
／
議
会
全
員
協
議
会

県
町
村
会
理
事
会
／
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
知
事
要
望

地
方
分
権
推
進
総
決
起
大
会

湯
沢
町
内
会
長
会
議
／
町
民
懇
談
会

湯
沢
町
災
害
警
戒
本
部
会
議
／
中
越
地
震
災
害
支
援
要
望

湯
沢
町
野
球
連
盟
納
会

越
後
湯
沢
民
宿
組
合
等
要
望
受
入
れ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
予
算
陳
情
／
湯
沢
町
経
済
復
興
対
策
委
員
会
／
町
民
懇
談

会ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
打
ち
合
わ
せ
会
議
／
議
会
全
員
協
議
会

町
民
懇
談
会
／
湯
沢
町
経
済
復
輿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

補
正
予
算
査
定
／
産
業
建
設
常
任
委
員
会
／
町
民
懇
談
会

橋
梁
用
地
交
渉
／
ス
キ
ー
場
安
全
対
策
協
議
会
総
会
／
南
魚
沼

地
域
土
地
開
発
公
社
理
事
会
／
連
合
長
会
議
／
町
民
懇
談
会

広
域
連
合
定
例
議
会
／
知
事
要
望

～あなたの生涯学習を応援します～

★
多
様
な
科
目
を
誇
る
教
養
学
部

外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
、
健
康
科
学
な
ど
の

幅
広
い
分
野
の
約
３
０
０
科
目
を
開
講

★
高
度
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目
指
す
大
学
院

総
合
文
化
、
政
策
経
営
、
教
育
開
発
、
臨
床
心
理
な
ど

（約
７０
科
目
を
開
講
）

■
資
料
請
求

（無
料
送
付
）
・
間
い
合
わ
せ

放
送
大
学
新
潟
学
召
セ
ン
タ
ー

砒
０
２
５

・
２
２
８

・
２
６
５
１

１

日

２

日

４

日

５

日

８

日

９

日

１０

日

■

日

・２

日

‐４

日

・５

日

‐６

日

‐７

日

‐８

日

‐９

日

２０

日

２２

日

２４

日

２５

日

２６

日

２９

日

３０

日

ヽ_|
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♭

新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
さ
れ
た
国
民
年
金
ご
加
入
の
皆
さ
ん
ヘ

国
民
年
金
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
で
は
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
の
方

（任
意
加
入
の
方

は
除
き
ま
す
）
ガ
天
災
等
に
よ
り

保
険
料
の
納
入
ガ
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
申
請
に
よ
り
前
年
の
所
得

に
関
係
な
く
、
保
険
料
の
納
付
ガ

免
除
さ
れ
る
制
度
ガ
あ
り
ま
す
①

免
除
を
申
請
す
る
と
、
平
成
１６
年

９
月
分
よ
り
平
成
押
年
６
月
分
ま

で
の
保
険
料
の
納
付
ガ
免
除
さ
れ

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
ガ
困
難
な
場
合

は
、
未
納
の
ま
ま
と
せ
ず
、
免
除
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
学
生
の

方
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
（申
請
は
住
民
課
国
保

年
金
係
と
な
り
ま
す
。
）

免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
年
金

を
受
給
す
る
際
、
納
付
済
み
期
間

と
比
べ
て
３
分
の
１
の
額
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
の
受
給
要
件
期
間
と
し
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
さ
れ
た

期
間
は
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ

の
後
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
時
は
、
将
来
有
利
な

年
金
を
受
け
る
こ
と
ガ
出
来
る
よ

う
に
納
付
ガ
可
能
で
す
。
し
か
し
、

免
除
期
間
の
属
す
る
年
度
末
か
ら

２
年
を
経
過
す
る
と
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
、
今
後
納
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
の
納
付
を
お
勧

め
し
ま
す
。

【間
．い
合
わ
せ
】

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町

≡事
務
所
長

軋
７
７
σ

・
２
２
４
１

住
民
課
□
保
年
金
係

性
７
８
４

，
３
４
５
℃

【募
集
対
象
者
】

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
新
潟
県
民

の
子
で
あ

っ
て
、
学

校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
４
年
制
大
学

に
進
学
又
は
在

学
す
る
方

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
規
を

亡
く
さ
れ
た
方

③
家
計

の
都
合
で
進
学
後

の
学
資

の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
と
誕
め

ら
れ
る
方

【
募
集
人
数
】

若
千
名

【奨
学
金
額
】

月
額
　
２
万
円

（奨
学
生
―
人
最
高
％
万
円
）

【
返
還
方
法
】

卒
業
又
は
貸
与

の
終
了
し
た
翌

月
か
ら
８
年
以
内

（年
間
込
済
額
１２
万
円
以
上
）

【刹
息
】

無
利
怠

【
痣
募
受
付
期
間
】

平
成
１７
年
十
月
３‐
日
（月
）
ま
で

【書
類
請
求

・
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
勤
労
者
福
社
厚
生
財
団

〒
９
５
１

１
８
５
６
５

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２

１
３８

新
潟
県
労
傷
金
庫
内

砒
０
２
５
●
２
２
８
●
３
４
１
１

飲
食
店
や
綸
食
施
設
な
ど
で
働

い
て

い
る
調
理
師

の
方
は
、
調
理

節
法
に
よ
り
２
年
ご
と
に
就
業
届

を
知
事

に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
十２
月
３‐
日
現
在
の
就

業
状
誂
を
平
成
１７
年
十
月
１５
日
ま

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

【
届
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
調

理
師
】

・
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ

い
製
珪
業
で
防
く
調
理

節
・
寄
宿
谷
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
社
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
矯
正
施
設
、
そ
の
他

の

給
食
施
設
で
傷
く
調
理
師

【
届
出
方
法
】

調
理
節
業
務
従
業
者
届
に
蜂
妥

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

共
ヽ
い
。
　
　
　
，

【
提
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

十

日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
社

立
ロ

ＴＥＬ

０

２

５

７

●

５７

・

０

８

８

５

■湯沢町の交通事故発生状況■

湯沢田」では、発生件数＼死亡者数＼員傷

者数ともに減少していますガ、11月 14日

現在、県内の交通事故死者は 190人で、年

末まで 1ケ月半を残して、昨年の年間死

者 190人を突破したうえ、対前年同日比

プラス 33人と大幅に増加しています。

①高齢者ガ半数以上

②シートベサしトデロ亡用率ガ極めて低い '

③若者加害事故ガ倍増

④二輪車乗車中の事故ガ増加

家族ぐるみで交通事故を防止しましょう

本年 昨年 増減

発 生 件 数 45イ牛 53イ牛 -8件

死 亡 者 数 0人 2人 -2人

負 傷 者 数 73人 82人 -9人

(1月 1日 ～ 41月 30日 )

●

入居者募集 (予告)
戸数…5～ 6戸
詳しくは次回の広報でお知らせします。

建設課用地係 側L784-4852

平
成
１７
年
度

「奨
学
生
」
募
集

調
理
師
の
皆
さ
ん
ヘ
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湯沢町災害警戒本部は解散しました  I
10月 28日 の広報ゆざわ号外でお知らせしました、10月

Ⅲ

27日 (水)正午に設置した湯沢町災害警戒本部 (本部長 町 |
長・村山隆征)は、今後、震度 5以上の余震が発生する確率 Ⅲ
が低いことから、11月 19日 (金)正午をもって解散しまし・
た。なお、湯沢町災害支援対策室 (室長 助役・池田祥―)｀
|は、引き続き、被災地への支援等を行います。

塩
沢
町
大
字
島
新
日
の
環
境
衛

生
セ
ン
グ
ー
敷
地
内

に
、
ご
み
処

理
施
設
付
属
施
設

「金
成

の
里
」

（源
泉
か
け
流
し
温
泉
）
が
、
１２
月
１８

日
（土
）
午
後
３
時
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】

平
日
　
午
前
１０
時
～
午
後
？
時

【
料
金
】

大
人
　
　
―
人
３
０
０
円

小
学
生
　
十
人
１
５
０
円

【聞

い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
広
域
連
合

環
境
衛
生
セ
ン
ダ
ー

ＴＥＬ

７

８

２

ｏ

０

３

３

９

‐２
月
２３
日

（木
）
は
、
下
湯
沢
共

同
浴
場
「駒
子
の
湯
」
及
び
二
居
共

同
浴
場
「宿
場
の
湯
」
の
定
体
日
に

あ
た
り
ま
す
が
、
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
１２
月
２３
日

（木
）
の
振
替

休
日
は
、
１２
月
２４
日

（金
）
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
７
８
４

●
１
５
１
１

南
魚
沼
交
通
安
全
協
会
湯
沢
支

部
で
は
、
無
事
故
、
無
違
反
の
１０
ｏ

２０

．
３０

。
４０

．
５０
年

の
表
彰

の
申

請
を
文
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

交
通
安
全
協
会

の
会
員

に
限
り
ま

す
。【申

請
書

の
提
出
先
】

樋

ロ
　
エ
俊

（
八
木
沢
）

．靴
７
８
８

●
９
２
５
０

安
部
　
昭

（上
十
）

ＴＥＬ

７

８

４

●

４

０

８

１

山
本
　
文
次

（古
野
二
）

ＴＥＬ

７

８

７

●

３

０

１

３

【申
請
締
切
】
　

　

．

‐２
月
２８
日

（火
）
　

　

ｒ

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成
１６
年
十２
月
３十
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。
工
業
統
計
調
査

は
、
製
造
業
を
せ
む
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

調
査
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策

の
童

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で

の
研
究
資
料
、
小

。
中

。
高
等
学

校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら

提
出
し
て

い
た
だ
く
調
査
票
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
親

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
工
確

な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

・

総
務
課
企
画
振
興
係

砒
７
８
４

●
３
４
５
１

平
成
１７

・
‐８
年
度

に
湯
沢
町
が

行
う
建
設
工
事
等

の
入
札
及
び
見

績
り
に
か
加
を
希
望
す
る
方
は
、

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
、
役
務

に

つ
い
て
も
同
時

に

覧
け
付
け
し
ま
す
。

【党
付
期
間
】

平
成
１７
年
２
月
十
日
～
２８
日

【
提
出
書
類
】

新
潟
県
様
式

に
準
ず
る

【有
効
期
間
】

平
成
１７
年
４
月
十
日

～
平
成
腑
年
３
月
３‐
日

【
提
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
財
政
係

砒
７
８
４

●
３
４
５
１

〉

ご
結
婚
占
め
で
こ
う
ご
ぜ
＝
書
げ

・２
月
１
日
　
（黒
田
）

晃
平

さ
ん
　
　
（中
子
）

関
　
　
鮎
美

さ
ん
　
　
（八
木
沢
）

占
誕
生
占
め
で
こ
う
ご
ぜ
い
書
寸

■
月
１１
日
　

一
一階
堂
　
叶
望

さ
ん
　
　
（二
居
、
修

・
パ
サ
ナ
さ
ん
）

ま

t

■
月
２２
日
　
　
山
崎

　

照
江

さ
ん

　

（堰
場
、
７７
歳
）

■
月
３０
日
　
　
田
村

　

ス
ミ
コ
さ
ん
　
　
（萩
原
＼
η
歳
）

１１
月
３０
日

　

山
田
　
　
重貝
　
さ
ん

　

（栄
町
、
８９
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

今月の納税等
固 定 資

`産
税 (第 3期 )

国 民 健 康 保 険 税 (第 6期 )
下水道事業受益者負担金 (第 3期 )
納期限lま、12月 27日Θです。

□座振替納付の方は、42月 24日◎にSき落と
しさせていただきます。

※納税相談は、常時、収納課 (T[L784-3056)
で受け付けていますので、ご利用ください。

″金
城
の
里
〃
が
オ
ー
プ
ン

‐２
月
２３
日
は
営
業
し
ま
す

「駒
子
の
湯
」
「宿
場
の
湯
」

平
成
１７
年
優
良
運
転
者

表
彰
の
申
請
に
つ
い
て

平
成
１６
年
工
業
統
計
調
査

湯
沢
町
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

ヒ

し
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